
人口と世帯（平成30年11月 1日現在）1,658世帯（-11）男2,174人（-7）女2,286人（-8）計4,460人（-15）
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今 

月 

の 

紙 

面

平成30年（2018）

尾瀬岩鞍バーティカルキロメーター 開催 !

おしらせ（保育所入所申し込み　他） 10 ～ 14

　１０月１４日（日）ホワイトワールド尾瀬岩鞍に

おいて、尾瀬岩鞍バーティカルキロメーターが行わ

れました。

　キッズ部門では、小学校１年生から６年生までが

一生懸命スキー場を駆け回りました。

（撮影：１０月１４日）

11

教育・生涯学習 8～ 9

おしどり夫婦・窓口から 16

いたずらわんぱく 15

ニュース（敬老会開催　他） 2～ 7

口座振替の方は事前に残高確認を！

今月の納期は11月30日（金）です！

◆ ◆

◆ ◆

国 民 健 康 保 険 税

上 下 水 道 料

第 5 期

第 4 期
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ともに創ろう !! ふるさと片品
小さくても輝く尾瀬の郷・かたしなの実現へ
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おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』

◉ 若いころの思い出
　《かたしな高原スキー場の開業と同時にロッヂの営業
を始めた。最初の頃は、プレハブで食堂だけを営んで
いた。立て替えをする中で宿泊も行うようになったよ。》
と、直治さん。
　《いろんな仕事をしてきたけど、食堂など接客の仕事
が多かった。昨シーズンで、ロッヂ開始から５０年が
たった。昔からの付き合いのお客さんが、毎年のよう
に来てくれたり、夏場も訪ねてきてくれてとても嬉し
いよ。》と、笑顔のキクジさん。

３５歳・３８歳当時　（昭和４９年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　《病気になったりしたけど、元気でいられるようにな
り良かった。孫にまだまだ大丈夫って言われているか
ら長生きしないとね。お嫁さんも優しくて本当に良かっ
た。》と、キクジさん。
　直治さんは、《夏場は、畑を借りて野菜を育てている。
作るときはたくさん育てて、道の駅などに持って行く。
冬場には毎日のようにロッヂへ行って仕事をしている。
元気で動けるときは、楽しいことをしなくちゃね。》と、
元気に話してくれました。

利根沼田医師会 休日夜間急患診療所
沼田利根医師会地域医療センター

日曜、祝日、年末年始（12/31～ 1/3）
午前9:45～11:30　午後1:00～ 3:30
※年末年始は午後2:30まで

毎週火・水・木・金曜日
※祝日、年末年始を除く
午後6:45～ 9:30　☎（２４）１１９９

場 　 　 所
休 日 診 療
診  療  日
診 察 時 間

夜 間 診 療
診  療  日

受 付 時 間

笠原　直治さん (82)・キクジさん (79)　ご結婚されて５５年　お住まい（越本）

印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
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窓   

口   

か   

ら

平
成
30
年
9
月
20 

日 

〜

平
成
30
年
10
月
19
日

お

く

や

み

給
食
配
送
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容
等
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

▼
業
務
内
容

　

小
中
学
校
へ
の
給
食
の
配

送
回
収
一
部
調
理
他

　

勤
務
時
間
は
午
前
８
時
20

分
〜
午
後
４
時
20
分

▼
募
集
人
員

・
若
干
名

▼
応
募
資
格

・
普
通
車
運
転
免
許
を
お
持
ち

の
方

▼
募
集
期
間

・
12
月
３
日（
月
）〜
12
月
21
日

（
金
）ま
で

▼
そ
の
他

・
勤
務
は
平
成
31
年
４
月
１
日

か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎（
58
）２
５
５
４

給
食
配
送
員
募
集

結果は下表のとおりで、今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定結果のお知らせ

※なお、ヨウ素 131 については、半減期が約 8日と短くまた検出もされませんでしたの
で表には載せてありません。
※放射性測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予約の上ご利用ください。

■
亡
く
な
ら
れ
た
方 

２
人

　

戸
丸　

春
雄　

52
歳　

花　

咲

　

吉
野
を
か
い　

100
歳　

土　

出
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ニュース

全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
登
山
大
会
が
片

品
村
で
開
催
さ
れ
ま
す

　

平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）
に

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・

第
64
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

が
片
品
村
及
び
み
な
か
み
町
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
に
向
け
、
今
年
８
月

に
２
０
１
８
東
海
総
体
登
山
大
会

（
三
重
県
）
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
10
月
に
は
全
国
高

体
連
登
山
専
門
部
に
よ
る
現
地
視

察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
片
品
村
で
は
昭
和
44

年
度
（
第
13
回
）
以
来
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
参
加
す
る
高
校
生
の

皆
さ
ん
が
多
く
の
感
動
や
達
成
感

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
大
会
に

な
る
よ
う
村
民
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
会
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。（

教
育
委
員
会
事
務
局
）

第
64
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

大
会
概
要
（
予
定
）

▼
開
催
期
間

　

平
成
32
年
８
月
20
日
〜
24
日

▼
内
容

○
大
会
１
日
目

開
会
式
・
審
査
（
天
気
図
・
自
然

等
）・
入
山
・
幕
営
（
テ
ン
ト
泊
）

み
な
か
み
町

○
大
会
２
日
目

登
山
行
動
・
幕
営
（
テ
ン
ト
泊
）

み
な
か
み
町

○
大
会
３
日
目

登
山
行
動
・
幕
営
（
テ
ン
ト
泊
）

み
な
か
み
町
〜
片
品
村

○
大
会
４
日
目

登
山
行
動
・
下
山
（
宿
舎
泊
）

片
品
村

○
大
会
５
日
目

閉
会
式　

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
者
数

選
手
・
監
督　
　

約
４
７
０
名

大
会
役
員　
　
　

約
１
６
０
名

補
助
員
（
高
校
生
）　  

約
60
名

　
　
　
　
　

計　

約
６
９
０
名

片
品
の
景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

第
14
回
片
品
村
「
今
残
し
た
い

片
品
の
景
観
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
村
内

外
か
ら
１
２
０
作
品
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

　

10
月
29
日
（
月
）
役
場
に
お
い

て
日
本
写
真
家
協
会
会
員
の
新
井

幸
人
氏
と
片
品
村
文
化
協
会
写
真

部
の
方
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
作
品
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
村
内
外
で
随
時
展
示

い
た
し
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

▼
審
査
結
果
（
敬
称
略
）

○
片
品
村
長
賞

　
『
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
』

　

勝
見　
　

博
（
沼
田
市
）

○
片
品
村
副
村
長
賞

　
『
月
光
』

　

岸　

美
喜
雄
（
前
橋
市
）

○
片
品
村
議
会
議
長
賞

　
『
黄
金
色
の
刻
』

　

染
谷
マ
チ
子
（
高
崎
市
）

○
利
根
沼
田
農
協
片
品
支
店
長
賞

　
『
親
子
の
カ
モ
シ
カ
』

　

松
浦　

和
男
（
片
品
村
）

○
片
品
村
商
工
会
長
賞

　
『
体
験
学
習
』

　

高
橋　

健
一
（
前
橋
市
）

○
片
品
村
森
林
組
合
長
賞

　
『
天
の
川
が
見
え
る
里
』

　

高
橋　

洋
二
（
高
崎
市
）

○
片
品
村
観
光
協
会
長
賞

　
『
景
観
の
彩
』

　

原
澤
紀
代
子
（
み
な
か
み
町
）

○
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
賞

　
『
御
神
火
祭
』

　

角
田　

侃
男
（
昭
和
村
）

○
片
品
村
景
観
審
議
会
長
賞

　
『
春
の
訪
れ
』

　

勝
見　
　

博
（
沼
田
市
）

○
尾
瀬
賞

　
『
星
降
る
尾
瀬
』

　

竹
本
ひ
ろ
子
（
高
崎
市
）

○
他　

特
選　

10
作
品

　
　
　

入
選　

10
作
品

片品村議会議長賞　『黄金色の刻』 片品村副村長賞　『月光』

片品村長賞　『寒さを吹き飛ばせ』

ニュース

03 広 報 か た し な        H30 .11 広 報 か た し な        H30 .11

　平成３０年度の敬老会が、１０月４日（木）文化センターを
会場に敬老者４６０名、来賓２６名の出席をいただき盛大に
開催されました。
　この敬老会は、村と区長会が主催し、永年社会に尽くされた
お年寄りの方を敬愛し、長寿を祝う行事です。　　
　当日は天候にも恵まれ、文化センター前で各区ごとの記念
写真と金婚式・高齢者夫婦の方々の記念撮影が行われました。

　午前１１時からは式典が行われ、金婚式・高齢者夫婦・米
寿を迎えられた方々に慶祝状と記念品が送られ、来賓の方か
らお祝いの言葉をいただきました。
　式典終了後は、第２部のアトラクションとして、片品村婦人
会（１支部・３支部・４支部）の皆さんや文化協会芸能部の皆
さんによる歌や踊りが披露されました。今年度は、特別ゲスト
として清水アキラさんを迎え、敬老会を大いに盛り上げてい
ただきました。

（保健福祉課）

祝 ご長寿 ! 平成30年度 敬老会開催

第２部 アトラクション 午後0：20～

第１支部の『大阪すずめ』 第４支部の『東京ブギウギ』

第３支部の
『花咲小唄・他』

特別公演として清水アキラさんの『ものまねショー』
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ニュース

取
り
戻
せ
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

　

10
月
20
日
（
土
）
尾
瀬
に
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
の
群
生
地
を
取
り
戻
そ

う
と
、
県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

約
70
名
が
参
加
し
、
尾
瀬
国
立
公

園
大
清
水
湿
原
で
苗
の
植
栽
を
行

い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
約
２
万
株
あ
っ
た
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
は
近
年
、
シ
カ
の
食
害

で
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
回

復
に
向
け
て
土
地
所
有
者
で
あ
る

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
が

全
国
の
支
援
者
か
ら
資
金
を
募
り

２
１
２
万
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
用
意
さ
れ
た
苗
は
２
千
株

で
、
参
加
さ
れ
た
出
資
者
は
紅
葉

し
た
山
々
に
囲
ま
れ
た
中
で
、
ス

コ
ッ
プ
で
穴
を
あ
け
丁
寧
に
植
え

ま
し
た
。

　

残
り
の
５
０
０
株
は
地
元
の
尾

瀬
高
の
生
徒
が
23
日
に
植
栽
を
し

ま
し
た
。

　

当
時
の
よ
う
に
、
大
清
水
湿
原

が
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
こ
と
を
、
願
っ
て
い
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

県
内
初
の
取
り
組
み
沼
田
市
〜
片
品
村
間

路
線
バ
ス
で
『
貨
客
混
載
』
事
業
を
開
始
！

　

10
月
16
日
（
火
）
に
路
線
バ
ス

を
運
行
す
る
関
越
交
通
と
宅
配
大

手
の
ヤ
マ
ト
運
輸
が
、
沼
田
市
と

片
品
村
を
結
ぶ
路
線
バ
ス
で
、
乗

客
と
宅
配
荷
物
を
一
緒
に
運
ぶ

「
貨
客
混
載
」
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

対
象
は
、JR
沼
田
駅―

鎌
田（
２

１
．
５
キ
ロ
）
の
１
便
で
、
沼
田

駅
を
午
後
２
時
に
出
発
し
ヤ
マ
ト

運
輸
沼
田
支
店
に
て
荷
物
を
載

せ
、
２
つ
の
バ
ス
停
で
ヤ
マ
ト
の

担
当
ド
ラ
イ
バ
ー
に
荷
物
を
引
き

渡
し
ま
す
。

　

バ
ス
は
一
定
量
の
荷
物
を
詰
め

る
よ
う
に
、
車
内
中
央
部
の
５
座

席
を
減
ら
し
専
用
コ
ン
テ
ナ
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
利
用
客
は
、
道

中
通
常
の
路
線
バ
ス
と
同
じ
よ
う

に
乗
り
降
り
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
更
な
る
利
便
性
の
拡
大

に
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

片
品
村
消
防
団 

秋
季
点
検
を
実
施

　

10
月
13
日(

土)

午
後
１
時
か

ら
片
品
中
学
校
校
庭
で
秋
季
点
検

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
は
仕
事
を
終
え
て
か
ら

ラ
ッ
パ
吹
奏
や
操
法
自
主
練
習
を

行
い
、
東
消
防
署
の
指
導
の
も
と

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、
特
別
訓
練
を

受
け
て
臨
み
ま
し
た
。

　

式
で
は
機
械
器
具
点
検
・
部
隊

訓
練
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
・
ポ
ン
プ
操

法
・
分
列
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
操
法
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の

飛
行
訓
練
も
同
時
に
行
い
、
ポ
ン

プ
操
法
の
様
子
を
ド
ロ
ー
ン
か
ら

撮
影
し
た
映
像
で
確
認
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
群
馬
県
消
防
協
会
長
か

ら
長
年
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
方
々
へ
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

（
総
務
課
）

第
66
回
県
花
品
評
会
で
須
藤
長
明
さ
ん
（
鎌
田
）
が
最
高
賞
・

石
橋
範
明
さ
ん
（
鎌
田
）
が
特
別
賞
を
受
賞
！

　

10
月
３
日
（
水
）
か
ら
翌
日
４

日
（
木
）
ま
で
、
県
庁
県
民
ホ
ー

ル
に
て
第
66
回
県
花
品
評
会
が
、

県
園
芸
協
会
な
ど
が
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ジ
サ
イ
を
は
じ
め
、
キ
ク
や

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
な
ど
見
頃
を
迎
え

た
花
や
枝
物
１
２
７
点
が
並
び
、

来
場
し
た
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に

須
藤
長
明
さ
ん
（
鎌
田
）、
特
別

賞
の
群
馬
テ
レ
ビ
社
長
賞
に
石
橋

範
明
さ
ん
（
鎌
田
）
が
受
賞
し
、

片
品
村
の
ア
ジ
サ
イ
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
台

中
フ
ロ
ー
ラ
博
覧
会
（
台
湾
）
へ
、

片
品
村
の
ア
ジ
サ
イ
を
出
品
し
ま

す
。
全
国
一
の
出
荷
量
を
誇
る
村

の
特
産
品
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
農
林
建
設
課
）

特別賞 群馬テレビ社長賞 県品評会の様子

最高賞の須藤長明さん（鎌田）

荷物を載せて路線を走る『貨客混載』バス

大
清
水
湿
原
に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
植
栽
作
業
を

行
っ
た
皆
さ
ん

最高賞 農林水産大臣賞

ニュース
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特別賞の石橋範明さん（鎌田）
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地域おこし協力隊
～　“小さくても輝く村”を目指す新しい力を　～

地 

域おこし
協力隊

　冬の足音が聞こえる季節を迎えました。季節の変わり目、みなさまいかが
お過ごしでしょうか。
　NPO法人武尊根BASEでは「HOTAKANE BASE」キャンプ場が冬期休
業に入り、ハーブガーデン事業も来年度へ向けた準備期間を迎えました。森
のようちえん事業は季節を問わず冬も元気に営業中です！
　各種事業、２０１９年度に向けて新たな試みを検討中です。ゆっくりとし
た歩みではありますが、関わってくださるみなさまの力をエネルギーに、武
尊根小学校を交流拠点としてますます盛りたてて参りたいと思います。
　冬の間も年中行事、雪上体験イベントを実施いたします。ぜひお気軽にご
参加ください。
　詳しい情報につきましては、NPO法人武尊根BASE Facebook ページ、
またはキャンプ事業に関するホームページ「yadorigi」をご覧ください。
　皆さまからのお問合せをお待ちしております。

（NPO法人武尊根BASE　笹子和希）

【かたしな「農」と「食」のはなし　第七話】
～平成３０年度　群馬県主催「ぐんま地域・まちなか活性化応援事業」優秀賞受賞～
　片品村地域おこし協力隊の経験から、「農」と「食」の地域おこしに関心があり
自然が好きな女性の暮らしやすい環境をつくることが必要だと気付きました。
そこで「尾瀬の郷から群馬を元気に！北毛民泊プロジェクト！！村ガール専用
ゲストハウス～SEI ～」という拠点づくりの取り組みをはじめました。
　かかあ天下発祥の地片品村において、女性が暮らしやすい環境整備を行うこ
とで、子ども、お年寄り、男性などすべての人が暮らしやすい持続可能性のある
村になるのではないかと考えておりました。
　それについて研究会の仲間たちと話し合っている際に「ぐんま地域まちなか
活性化応援事業」を教えていただき応募いたしました。この事業は群馬県が主催
で「継続的な地域経済循環を創出し、地域を継続的に活性化させる事業プランを
応援すること」を目的に行っている事業です。県内各地から地域・まちなかを活
性化するプランを公募し、８件が第一次の書類選考を通過いたしました。

　

10
月
14
日（
日
）ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー

ル
ド
尾
瀬
岩
鞍
に
お
い
て
『
第
４

回
尾
瀬
岩
鞍
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
キ
ロ

メ
ー
タ
ー
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
内
の
ゲ
レ
ン
デ
を
駆

け
上
が
る
競
技
で
、
５
㎞
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
、３
㎞
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
キ
ッ
ズ

（
１
・
２
年
生
が
１
．
１
㎞
、
３
・

４
年
生
が
２
．
２
㎞
、
５
・
６
年

生
が
３
．
３
㎞
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
約
２
３
０
名
に

な
り
、
キ
ッ
ズ
部
門
で
も
約
60
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
て
美

し
い
紅
葉
中
、
レ
ー
ス
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

応
援
し
な
が
ら
登
山
を
す
る
観

戦
登
山
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
マ

ル
シ
ェ
、
踊
組
に
よ
る
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
選
手
を
応
援

し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
関
係
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

第
４
回
尾
瀬
岩
鞍
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
キ
ロ
メ
ー
タ
ー　

開
催
!!

環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

10
月
14
日
（
日
）
塗
川
支

流
・
西
俣
沢
に
お
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
里
山

源
流
」
15
名
の
皆
さ
ん
に
よ

り
、
河
川
周
辺
の
清
掃
美
化

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
10
年
以
上
前

か
ら
毎
年
村
内
に
て
作
業
を

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
代
表
の
蔵
内
さ
ん

は
Ｈ
Ｐ
に
て
清
掃
活
動
等
を

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。
来
年
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

「
源
流
親
爺
の
釣
り
日
記
」

（
農
林
建
設
課
）

新たな試みを検討中

　片品村は豊かな自然の中で「農」が根づき、そこでつくられる農産物を中心に「食」があり、地域の暮らしがあ
ります。その「農」と「食」を軸にして皆さんと一緒に、農山村らしい持続的な暮らしの価値を見直し、次世代に伝
えるきっかけづくりをしたいと考えています。

発表の様子

http://satoyam
agenryu.

w
eb.fc2.com

/

　そして、選ばれた８事業者が、９月１２日に群馬県社会福祉総合センターで行
われた最終審査となる公開プレゼンテーションにのぞみました。そして、その中
から私の企画も「優秀事業」（上位３件）に選出いただきました。優秀賞を受賞し
た前橋市、太田市の都市部の事業者と並び唯一の農山村部の事業者として優秀
賞をいただくことができ、とてもうれしいです。これから片品村の皆さまと一緒
に、尾瀬の郷から群馬を元気にする地域活性化を進めていきたいと思います。
　今後は、群馬県のサポートを受けながらクラウドファンディングというイン
ターネットの仕組みを活用し、このプロジェクトに共感し、応援して下さる方や
協力者を募りたいと思います。それにより、尾瀬の郷片品村の「農」と「食」の新し
い担い手となる村ガールたちの拠点をつくっていければと思います。是非、片品
村の皆様も応援よろしくお願いいたします。

（文・元地域おこし協力隊：中村茉由／写真・六本木ユウジ）
優秀事業に選ばれました

塗
川
支
流
・
西
俣
沢
に
お
い
て
清
掃
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
三
十
年
十
月
俳
句
会

教育委員会 12月の諸行事

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

☆生涯学習・社会体育関係
・かたしな映画会
・片品村子ども会上毛かるた大会
・利根郡子ども会上毛かるた大会

☆学校関係
・人権総合推進会議・いじめ防止子ども会議
　　　　　　　　　　　　　　　
・２学期終業式　　　　　　　　 

◇片小 
・通学部会
・読み聞かせ　　              
　　　　　　　　　  

　気ぜわしくなる時期ですが、お子さんとた
くさん話をし、がんばった姿と成長の跡を振
り返り、よいところをたくさん誉め、励まして
いただきたいと思います。

◇片中
・生徒会選挙立会演説会・投票 
・３年保護者会
・薬物乱用防止教室
・生徒会球技大会

　保護者や地域の方々のご協力のおかげで、
２学期中における各種行事が無事に終了いた
しました。心より感謝申し上げます。生徒たち
も真剣に取り組み、思い出の１ページになっ
たことと思います。
　３学期もよろしくお願いいたします。

か
た
し
な
映
画
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

12
月
３
日
（
月
）「
か
た
し

な
映
画
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
上
映
作
品
は
主
演
：
の

ん
、原
作：こ
う
の
史
代
、監
督
：

片
渕
須
直
の
ア
ニ
メ
作
品
「
こ

の
世
界
の
片
隅
に
」
で
す
。

　
戦
後
73
年
が
経
過
し
、
戦
争

体
験
者
が
こ
の
世
を
去
り
、
戦

争
体
験
を
知
る
人
と
共
に
風
化

し
つ
つ
あ
る
第
二
次
世
界
大
戦

の
記
憶
や
反
省
を
、
ま
だ
間
に

合
う
う
ち
に
伝
え
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
と
考
え
本
作
品
を
選

定
し
ま
し
た
。

　
の
ん
び
り
と
し
た
性
格
で
絵

を
描
く
の
が
大
好
き
な
主
人
公

『
す
ず
』
を
と
り
ま
く
世
界
を

通
し
て
、
今
あ
る
平
和
な
日
本

の
礎
と
な
っ
た
方
々
へ
思
い
を

は
せ
る
と
と
も
に
、
ま
だ
直
に

伝
え
る
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
、

話
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
聞
い

た
り
し
て
、
未
来
へ
語
り
継
い

で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ? 図 書 室 カレンダー  12 月

　12 月 3 日、かたしな映画会で上映される作品の単行本全
３巻。主人公すずは絵を描くことが好きだが裁縫は苦手、働
き者だがおっとりとした性格。知恵と明るさで懸命に乗り切
ります。戦時下の広島・呉を生きる、すずの日常と奇跡の物語。

月 火 水 木 金 土日この世界の片隅に
上・中・下

著　こうの　史代
※午後１時３０分～５時３０分開室
※日曜、祝日　　　はお休みです。
※年末年始休室は 12/29 ～ 1/3 になります
※12月 22日（土）　読書会

　
　
　
　
　
須
賀
川
　
大
竹
　
久
代

遠
武
尊
裾
に
ひ
ろ
ご
る
蕎
麦
の
花

コ
ス
モ
ス
の
群
れ
咲
く
農
道
豊
の
秋

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
大
竹
　
沙
　

音
読
の
夫
を
遮
る
虫
の
声

丹
精
の
菊
鉢
配
る
狭
十
戸

　
　
　
　
　
摺
　
渕
　
木
村
　
佳
江

ベ
ラ
ン
ダ
に
手
招
く
猿
そ
ぞ
ろ
寒

老
ど
ち
の
こ
ゑ
大
い
な
り
今
朝
の
鵙

　
　
　
　
　
東
小
川
　
千
明
ヒ
ロ
子

静
け
さ
や
懸
巣
の
一
声
一
位
の
実

秋
夕
焼
散
歩
の
子
犬
と
子
等
の
声

　
　
　
　
　
幡
　
谷
　
千
明
　
政
夫

暦
剥
ぐ
妻
の
日
課
や
今
朝
の
秋

一
年
の
過
ぎ
去
る
早
さ
敬
老
会

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
戸
丸
と
し
子

落
葉
の
木
に
電
飾
の
万
の
星

バ
イ
ク
乗
る
少
年
濡
れ
り
秋
の
虹

　
　
　
　
　
菅
　
沼
　
戸
丸
　
富
子

雨
多
し
稲
も
手
刈
り
で
三
日
目
に

夕
暮
や
と
う
き
び
畑
の
鴉
去
り

〈
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
当
時
の
広
島
、
呉
の
賑
わ
い
、

い
き
い
き
と
描
か
れ
た
人
々
の

生
活
。
ま
た
、
す
ず
さ
ん
が
描

く
、
心
惹
か
れ
る
絵
。

②
物
資
が
徐
々
に
減
っ
て
い
く

中
で
も
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
生
活
し
て
い
く
す
ず
さ
ん
の

様
子
。

③
家
族
、
隣
保
班
の
人
た
ち
と

協
力
し
て
生
活
を
し
て
い
く
様

子
。
個
性
豊
か
な
登
場
人
物
と

の
関
わ
り
。

④
戦
争
の
中
で
新
婚
生
活
を
送

る
こ
と
と
な
っ
た
す
ず
さ
ん
と

周
作
さ
ん
の
関
係
。

　
当
日
は
午
後
６
時
よ
り
、
利
根

沼
田
の
戦
時
中
の
生
活
に
つ
い

て
、千
明
政
夫
さ
ん
に
尋
ね
た「
私

の
戦
争
体
験
」特
別
映
像
の
視
聴
、

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
企
画
展
と
し

て「
戦
争
中
の
生
活
関
連
図
書
展
」

（
片
品
村
図
書
室
協
力
）、「
片
中

３
年
生　
戦
争
調
べ
学
習
新
聞

展
」
を
行
い
ま
す
。

▼
場
所　
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
時
間
（
予
定
）

　
午
後
５
時
45
分　
開
館

　
午
後
６
時　
　
　
開
始

　
午
後
８
時
30
分　
終
了

▼
観
覧
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

片
品
村
教
育
委
員
会

☎（
58
）
２
１
４
４

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
萩
原
キ
ヨ
子

蟷
螂
の
切
れ
ざ
る
鎌
を
振
り
上
げ
て

菊
な
ま
す
色
を
交
じ
え
て
美
し
く

　
　
　
　
　
須
賀
川
　
星
野
志
ず
子

人
住
ま
ぬ
家
を
飾
れ
り
花
す
す
き

秋
の
風
古
び
し
簟
笥
母
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
星
野
　
光
子

卵
焼
上
手
に
出
来
て
今
朝
の
秋

小
流
れ
に
尾
っ
ぽ
つ
ん
つ
ん
秋
茜

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
星
野
　
康
一

稲
田
原
実
り
豊
か
に
う
ね
り
け
り

忠
魂
碑
桜
紅
葉
に
夕
陽
映
え

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
松
井
亜
作
枝

台
風
の
夜
襲
に
祈
る
通
過
待
ち

吊
さ
れ
て
真
紅
を
灯
す
唐
辛
子

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
吉
野
　
道
子

羅
漢
像
小
鳥
を
肩
に
秋
高
し

薄
紅
葉
堂
に
子
猫
の
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
鎌
　
田
　
渡
辺
　
和
昭

枯
れ
て
な
を
模
様
褪
せ
ざ
る
蝮
草

ヨ
ッ
ピ
橋
揺
ら
し
て
子
等
が
夏
惜
し

む

3 日（月）
2日（日）
15日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　6日（木）
 21 日（金）

 
14 日（金）
20日（木）

7日（金）
14日（金）
17日（月）
21日（金）

第２８回片品村子ども会ハイキング開催
　１０月１４日（日）富岡製糸場とこんにゃくパーク方面
を会場に、片品村子ども会ハイキングが開催されました。
当日は、子ども会員、引率の役員、保護者、小学校低学年か
ら中学生までの幅広い参加者を得て、会員相互の親睦を
深めることができ、とてもにぎやかな行事となりました。
　本部役員をはじめ、地区役員・保護者のみなさん、大変
お世話になりました。　　　　　　　　　（教育委員会）



10

おしらせ

広 報 か た し な        H30 . 11

おしらせ

11 広 報 か た し な        H30 .11

保育所入所申込について
　平成３１年度の保育所入所申込の受付を開始します
ので、保育を希望される方は、次の要領により申込を
してください。
【受付期間】
１１月１日 (木 ) ～３０日 (金 )
・平　日　午前８時～午後５時
・土曜日　午前８時３０分～各閉園時間まで
【申請書の交付及受付場所】
各保育所に用意してありますので、記入後、入所希望
保育所に提出してください。
【提出書類】
入所申込書
施設型給付費等支給認定申請書
＊世帯の状況によっては添付書類が必要な場合もあり
ます。
【入所対象児童】
①保護者が働いている場合や、疾病等の理由によって
保育に欠けると認められる就学前の児童。
＊平成３０年度から継続し入所を希望される場合も、
新たに申込みをしてください。

知っていますか？障害者虐待防止法
　目に見えるところ、目に見えないところで障害者虐待が発生しています。
　虐待は障害者の尊厳をおびやかし、自立生活と社会参加を妨げます。虐待を防ぐために
は、一人ひとりが問題を認識し、虐待のサインを見逃さないことが大切です。
　「虐待のサイン」を発見したら、虐待を受けたら、速やかに通報・届出をしてください。
　通報や届出の内容に関する事実確認、訪問調査を行い、虐待解決のために対応します。
　虐待の通報や届出をした人の情報は守られます。
▼届出・問い合わせ先　片品村障害者虐待防止センター　☎(５８)２１１５

『労働保険の手続き』は、お済みですか？
～１１月は労働保険適用促進強化期間です～
　常用・パートアルバイト労働者など一人でも雇用し
ている事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）の
加入が義務づけられています。
　まだ、加入手続きをされていない事業主は、すぐに
加入手続きをお願いします。
　加入の手続き、ご相談は、群馬労働局労働保険徴収
室または、最寄りの労働基準監督署、ハローワークへ
お願いします。

▼問い合わせ先
群馬労働局総務部労働保険徴収室
☎０２７（８９６）４７３４

平成３０年度「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」
　１２月１０日（月）から１６日（日）までの一週間は「北
朝鮮人権問題啓発週間」です。
　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この
解決を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題への対
処が、国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、
この問題についての関心と認識を深めていくことが大切
です。
｠
▼問い合わせ先
前橋地方法務局人権援護課
☎０２７（２２１）４４６６

【保育時間】
保育短時間
・平　日　午前８時～午後４時
保育標準時間（片品保育所）
・平　日　午前７時３０分～午後６時３０分
・土曜日　午前８時３０分～午後４時３０分
保育標準時間（北南保育所）
・平　日　午前８時～午後５時
・土曜日　午前８時３０分～正午
※土曜保育は申込時に各保育所に確認してください。

【保育料】
　２歳誕生月までの児童の保育利用料は、村民税によ
り算定されます。年齢が同じでも、家庭の状況により
異なります。
※保育所は、家族に代わって児童を保育する福祉施設
です。すべての児童は、その家族で両親の暖かい愛情
のもとで育てられることが理想です。
　しかし、両親が共働きをしている場合や病気などに
かかっているため、十分に保育することができないこ
とがあります。保育所は、これら保育に欠ける児童を
両親に代わって保護養育する事を目的としています。
●入所の可否は先着順ではなく、家庭の事情を総合的
に審査して決定されます。申込書類に不備がないのを
確認して、できるだけ早めに手続きしてください。

▼問い合わせ先
役場保健福祉課　☎（５８）２１１５

施設名
片品保育所　
片品北保育所
片品南保育所

定　員
８０人
３５人
３５人

電　話
（５８）３１７２
（５８）７５３０
（５８）２６８４

重度心身障害者・高齢重度心身障害者の福祉医療受給者証をお持ちの皆様へ
　平成３１年４月から福祉医療制度が一部変わります。入院時食事療養費について自己負担額の助成を受けるた
めには医療機関の窓口で「減額認定証」の提示が必要となります。
　なお、一定の所得がある方など「減額認定証」をお持ちでない方は自己負担が発生します。
▼問い合わせ先　群馬県庁 国保援護課　☎０２７（２２６）２６７６

障害者控除対象者認定証のご案内
　年末調整や確定申告などで使用する障害者控除対象者認定証を交付します。
▼対象　次の全ての要件に該当する人
①満６５歳以上の人
②介護保険の要介護認定を受けていて基準に該当する人
③身体障害者手帳または療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けていないこと
▼申し込み　介護保険被保険者証を持参して、保健福祉課へ
▼問い合わせ先　保健福祉課介護保険係　☎（５８）２１１５

「第７０回人権週間」について

平成３１・３２年度片品村入札参加資格審査
申請書受付について

がん市民公開講座
～Ｕターンの受け皿となる次世代の地域医療を目指して～

　片品村の入札参加資格審査申請書（平成３１・３２
年度分）の受付につきましては、次のように実施され
ますのでよろしくお願いいたします。

▼受付期間
平成３１年２月１日～平成３１年２月２８日
｠
▼受付場所
片品村役場総務課
（群馬県利根郡片品村大字鎌田３９６７－３）
｠
▼提出方法
持参のみ可
｠
▼問い合わせ先
役場総務課
☎（５８）２１１１
｠
※詳しくは、片品村役場
ホームページをご覧下さい。

　今年は、世界人権宣言７０周年です。法務省及び全国
人権擁護委員連合会では、来る１２月４日から１０日ま
での一週間を「第７０回人権週間」と定め、全国的に各
種行事を企画しています。
　前橋地方法務局及び群馬県人権擁護委員連合会では、
県内の各市町村において、特設人権相談所を開設します。
　子どもに関すること、家庭内や近所のもめごと等、人
権問題や困りごとで悩んでいる方はお気軽にお近くの特
設人権相談所へお越しください。料金は無料で、秘密は
固く守ります。
　各市町村における特設相談所開設の日程や会場等につ
いては、別添のとおりですが、不明な点がある場合は、
下記までお問い合わせください。
　また、特設人権相談所へお越しになれない方は、通常
どおり前橋地方法務局及び各支局でも電話相談等を受け
付けておりますので、ご利用ください。
▼通常相談窓口
１．みんなの人権１１０番
☎０５７０（００３）１１０
受付時間：平日午前８時３０分～午後５時１５分
２．インターネット相談
URL：http://www.jinken.go.jp

▼問い合わせ先　
前橋地方法務局人権擁護課
☎０２７（２２１）４４６６　

▼日時　１２月２日（日）午後１時～
▼会場　国立病院機構沼田病院地域医療センター
　　　　（沼田市上原町１５５１－４）
▼参加者　どなたでも
▼参加費　無料
▼講演内容
○第１部　基調講演
『２１世紀のMedical Village の構築に向けて
　　～病気であっても病人ではない～』

○第２部　パネルディスカッション

※聴覚障害者の方も
手話通訳者を介して
聞くことができます。

▼問い合わせ先
国立病院機構　沼田病院　がん診療推進室
☎（２３）３９７２
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　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康
保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同
様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から
控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成３０年１月～１２月
までに納められた保険料の全額です。過去の年度分
や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご
家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を支
払っている場合、その保険料も合わせて控除が受け
られます。
　なお、平成３０年中に納付した国民年金保険料に

　１０月１５日（月）に尾瀬じど
うかんの児童を対象に行事食づ
くりに挑戦しました。　
　１０月は十三夜で、中秋の名
月の十五夜についで美しい月
とされています。行事食でもあ
る月見団子の作り方を幡谷の三浦みつ子さんを講師にお
迎えし教えていただきました。
　今回の団子は白玉粉を使い、今が旬のかぼちゃを入れま
した。かぼちゃと白玉粉と水を混ぜ、みんなで代わる代わ
るこねて生地を作り、丸めました。ちょうど団子がまん丸
のオレンジ色でお月さまのようでした。自分で作ったもの
が食べたいと、丸ではなく四角や三角など自分のものの目
印になるようバラエティーに富んだ団子に仕上がりまし
た。あんこや黒蜜、牛乳にきな粉など好みのものをかけて
いただきました。みんなが「おいしい！」と好評でした。
　来年の十五夜、十三夜には家族や友達と団子を作り、野
菜やススキを飾ってお月見をしてはいかがでしょうか。

（保健福祉課）

食文化の継承　　～月見団子づくり～

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

食育コーナー

年金だより

第１回会議７月２日（月）
　はじめに住民の方がわかりやすいように「花咲地域福祉協議会」
という名前で今後活動することを決めました。
　話し合いでは、高齢者が買い物に行けない、花咲線バスが不便
なところがあり、交通手段に困っているなどがあがりました。
　まずは、夏祭りや地区の行事で住民に困りごとがないかを聞い
てみたり、高齢者にアンケートをすることになりました。

ついて、社会保険料控除を受けるためには、年末調整
や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払っ
たことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、平成３０年１月１日～９月３０日までの
間に国民年金保険料を納付された方には、１１月上旬
に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際に
は必ずこの証明書または領収証書を添付してください。
なお、平成３０年１０月１日～１２月３１日までの間
に、今年初めて国民年金保険料を納められた方へは、
平成３１年２月上旬に控除証明書が送られます。
　詳しくは、年金事務所にお問い合わせください。

▼問い合わせ先　渋川年金事務所国民年金課
☎０２７９（２２）１６０７

｠☆税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん予
期せぬ事故で重度障害を負ったときなど万が一のとき
にも心強い味方となる制度です。納め忘れのないよう
キチンと納めましょう！

各地区で少しずつ取り組みが始まりました。今回は花咲地区の活動を紹介します！

　今後、チラシをつくり、困りごとがあったら民生委員に相談し、民生
委員が福祉委員や協力してくれる方へ依頼する流れを検討しました。
　支える方の負担が大きくならないように注意することも話し合われま
した。
　また、緊急時に備え、片品村社会福祉協議会が一人暮らし高齢者を対

第１回終了後～
　福祉委員を中心に「高齢者の移動に関するアンケート」を実施しました。
対象はミニサロンの対象者と一人暮らし高齢者で、回収枚数は57枚（約８割）でした。

第２回会議10月９日（火）
　アンケートでは、受診や買い物、役場での用事にバスを利用したい人が多くいるが、事前予約
のため体調不良の時に使いにくい、用事を済ますのに時間が合わないなどの意見がありました。
この結果をふまえ、関係部署に相談するため、どの時間帯が良いか再度ふれあいサロンで聞き取
りをすることにしました。
　また会長から、高齢者が電球の交換ができずに困っていたと話があり、ちょっとした困りごと
や簡単に出来ることから取り組みを始めて行きましょうと提案がありました。

　例として
　・電球の交換
　・体調不良時のゴミ出し
　・大雪時の声かけやスノーバスターズの活用

象に設置している安心カードの様なものを全ての
高齢者に作ろうと動き出しました。
　その他、台風などの災害時に高齢者世帯や一人
暮らし高齢者への声かけ、旧南小跡地にできたヘ
リポートの周知を行い、災害時や救急時にスムー
ズに対応出来るようにしていくという意見もあり
ました。
　花咲地域福祉協議会では自分たちに出来ること
から始めて行こうと取り組みが進んでいます。

材料（４人分）
かぼちゃ　　　　　８０ｇ
白玉粉　　　　　　８０ｇ
水　　　　　　　　６０ｃｃ
ゆであずき (缶 )　１２０ｇ

月見だんご（かぼちゃの白玉ぜんざい）

【作り方】
①かぼちゃは蒸して、実をスプーンですくい取
り細かくつぶす。
②白玉粉に水を加え混ぜ、かぼちゃを加てよく
混ぜこねる。
③ひと口大に丸め、真ん中をへこませて茹でて
冷水に取り、ザルにあけて水気をきる。目安１人
４～５コ器に盛り、あずきを添える。
～沼田支部地域活動栄養士会レシピより～

せいかつしえんたいせいせいびじぎょう

「み ん な で 支 え 合 う む ら づ く り」
生活支援体制整備事業
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月 火 水 木 金土・日

○ぴんしゃん教室

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

30

5

12

19

26

4

11

18

25

31

3

10

17

24

30

○１歳半・３歳児
　健診
　受付：午後１時
～１時３０分

○いきいきくらぶ
○いきいき
　シルバー教室

○はつらつ体操
　教室

○ベイビーサロン
　受付：午後１時
　～１時１０分

○いきいきくらぶ

○いきいきくらぶ○いきいきくらぶ

○いきいきくらぶ
○沼田病院巡回診
療

○七転び八起き会
○家族の介護教室

○いきいきくらぶ

保健だより 対象年齢の方は歯周病検診が無料で受けられます

ちゃん天田　朝陽
あまだ　　　あさひ

平成２９年１１月４日生　（父）雄也　（母）仁美

（鎌田）

命名について
山で陽が昇る景色を見るのが夫婦共に好きなので、朝陽と名
付けました。

将来は・・・
人の気持ちも自分の気持ちも大切に出来る人になってもらい
たいです。

健康増進カレンダー 【12月】

　歯周病とは、歯を支えている歯茎などの組
織が歯垢（プラーク）に含まれている歯周病
菌に感染して起こる炎症疾患です。進行する
と歯を支える土台が溶けてしまい、最終的に
は歯を喪失してしまいます。
　近年、歯周病の原因が食事や歯磨き、疲労、
喫煙などの生活習慣と密接に関わっているこ
とがわかってきました。そのため自分の歯の
状態を正確に把握し、それに応じた正しいブ
ラッシング方法や専門家による定期的な口腔
清掃が必要になります。
　歯周病検診は、歯垢等の付着状態や歯肉の
炎症を検査します。いつま
でも自分の歯でおいしいご
飯が食べられるよう、定期
的に歯周病検診を受診しま
しょう。

▼対象
※平成３０年度の対象
○４０才：昭和５３年４月２日～昭和５４年４月１日生まれ

○５０才：昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日生まれ

○６０才：昭和３３年４月２日～昭和３４年４月１日生まれ

○７０才：昭和２３年４月２日～昭和２４年４月１日生まれ

　景観形成区域内に於ける建築物などの建設では、景観形成の方針を実現するために、「届出対象行為」を設定し
ています。それぞれの行為については、下記の流れで村への届出を行う必要があります。それぞれの「届出対象行
為」に対して、「景観形成基準」を設定していますので、村はそれに基づく指導を行います。届出者はその指導に基
づき、適合の通知を受けた後、その行為を実施することができます。

景観づくり 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項
景観形成に向けた取り組み

●届出の流れ
　届出が必要な行為に対して
必要となる手続きフロー

▼問い合わせ先
むらづくり観光課
☎（５８）２１１２

村民キッチン説明会開催のお知らせ
　村民キッチンは、お料理が好き、仲間・友達と一緒に
楽しいことがしたい、そんな村民が週替わりで営業をす
るレストランです。
　説明会では村民キッチンの概要に加え、実際に営業を
した方の声やキッチン内設備の大まかな説明をする予定
です。
　村民キッチンについてよく知らない、自分にできるか
不安、という方でも興味があれば是非ご参加ください！｠
▼日時
１１月２２日（木）午後３時～
▼場所
道の駅尾瀬かたしな村民キッチン
▼参加申込締切
１１月１５日（木）まで
▼問い合わせ先
道の駅尾瀬かたしな
☎（２５）４６４４

▼期間　平成３０年１１月１日～平成３１年２月２８日
▼費用　無料｠
▼受診方法
通知裏面の歯科医院へ予約の電話をしてください。
送付された歯周病検診通知書を必ず持参してください。
▼問い合わせ先
健康管理センター　☎（５８）４０２０
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